
●
は
じ
め
に

　

繊
維
・
ア
パ
レ
ル
関
連
の
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
タ
ミ

ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
（
以
下
Ｔ
Ｎ
州
）
の

コ
イ
ン
バ
ト
ー
ル
そ
ば
の
地
方
都
市

テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
か

ら
労
働
組
合
の
組
織
化
と
活
発
な
活
動

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
産
業
動
向
に

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
き
た
。

テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
考
察

は
労
使
関
係
を
抜
き
に
は
な
し
え
な
い

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
小
稿
で

は
そ
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
労
使
関
係
に

つ
い
て
、
二
〇
一
二
年
に
労
使
間
で
署

名
さ
れ
た
賃
金
合
意
と
、
労
使
関
係
の

制
度
的
担
い
手
、
と
り
わ
け
労
働
組
合

に
関
し
て
イ
ン
ド
で
観
察
さ
れ
て
き
た

「
細
分
化
」（「
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」、

〔
参
考
文
献
⑤
〕）
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。

●�

ア
パ
レ
ル
産
業
お
よ
び
イ
ン
ド

の
労
使
関
係
の
諸
特
性

　

一
般
に
ア
パ
レ
ル
産
業
で
は
必
要
と

さ
れ
る
技
能
水
準
が
相
対
的
に
低
く
、

ま
た
創
出
付
加
価
値
も
小
さ
い
。
国
の

経
済
発
展
の
初
期
段
階
で
繊
維
・
ア
パ

レ
ル
産
業
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
確
か

だ
が
（
た
と
え
ば
先
進
国
に
な
る
前
の

日
本
）、
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
創
出

付
加
価
値
の
よ
り
高
い
産
業
へ
の
移
行

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
低
技
能
水
準
・

低
付
加
価
値
と
い
う
特
性
は
、
ア
パ
レ

ル
産
業
で
の
労
働
条
件
の
向
上
・
改
善

に
大
き
な
足
か
せ
で
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら

費
用
削
減
を
目
指
し
、
品
質
や
生
産
性

の
向
上
、
あ
る
い
は
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
高
付
加
価
値
化
に
つ
な
が
ら
ず
、
ま

た
低
賃
金
を
特
徴
と
す
る「
ロ
ー
・
ロ
ー

ド
経
路
」（
Ｌ
ｏ
ｗ  

Ｒ
ｏ
ａ
ｄ 

Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
）

が
強
く
懸
念
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
（
参

考
文
献
③
）。

　

労
働
組
合
の
交
渉
力
は
労
働
者
の
技

能
水
準
に
大
き
く
依
存
す
る
た
め
、
ア

パ
レ
ル
産
業
の
低
技
能
水
準
は
労
働
組

合
の
交
渉
力
の
大
き
な
制
約
条
件
で
あ

る
。
交
渉
力
を
高
め
る
た
め
に
は
組
合

組
織
率
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
今

日
の
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の

労
働
組
合
組
織
率
は
一
〇
％
を
下
回

り
、
五
％
に
も
満
た
な
い
可
能
性
が
あ

る
（
統
計
が
な
い
た
め
実
際
の
組
織
率

は
不
明
）。
ま
た
労
働
組
合
の
交
渉
力

は
そ
の
団
結
力
に
も
依
存
す
る
が
、
イ

ン
ド
の
労
働
組
合
に
は
伝
統
的
に
政
治

政
党（
ま
た
は
政
治
信
条
を
も
つ
組
織
）

の
系
列
化
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
労
働

組
合
の
分
裂
＝
「
細
分
化
」
は
イ
ン
ド

の
労
働
運
動
の
特
性
で（
参
考
文
献
①
、

②
）、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
労
働
組
合
も
例

外
で
は
な
い
。
テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
国
レ

ベ
ル
で
中
央
労
働
組
合
組
織
（
Ｃ
Ｔ
Ｕ

Ｏ
）
に
認
定
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
労
働

組
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
イ
ン
ド

共
産
党
〔
マ
ル
ク
ス
主
義
〕〔
Ｃ
Ｐ
Ｉ

（
Ｍ
）〕
系
組
織
）、
全
イ
ン
ド
労
働
組

合
会
議
（
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
、
イ
ン
ド
共
産

党
〔
Ｃ
Ｐ
Ｉ
〕
系
組
織
）、
イ
ン
ド
国

民
労
働
組
合
会
議
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｕ
Ｃ
、
国

民
会
議
派
系
組
織
）、
労
働
進
歩
同
盟

（
Ｌ
Ｐ
Ｆ
、
Ｔ
Ｎ
州
を
拠
点
と
す
る
地

方
政
党
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
進
歩
同
盟
（
Ｄ

Ｍ
Ｋ
）
系
組
織
）
の
四
組
織
と
、
と
も

に
Ｔ
Ｎ
州
と
い
う
地
方
政
党
の
系
列
に

あ
る
復
興
労
働
戦
線
（
Ｍ
Ｌ
Ｆ
、
ド
ラ

ヴ
ィ
ダ
復
興
進
歩
党
〔
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｋ
〕
系

組
織
）お
よ
び
ア
ン
ナ
労
働
者
戦
線（
Ａ

Ｔ
Ｐ
、
全
イ
ン
ド
・
ア
ン
ナ
・
ド
ラ
ヴ
ィ

ダ
進
歩
党
〔
Ａ
Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｋ
〕
系
組
織
）

の
合
計
六
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
、
主
と
し

て
産
業
別
組
織
を
結
成
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
イ
ン
ド
労
働
連
盟
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
、

民
族
奉
仕
団
〔
Ｒ
Ｓ
Ｓ
〕
系
組
織
）
と

ヒ
ン
ド
労
働
者
連
盟
（
Ｈ
Ｍ
Ｓ
、
社
会

主
義
系
だ
が
ど
の
政
党
の
系
列
下
に
も

な
い
）
が
、
あ
わ
せ
て
二
〇
〜
二
五
程

度
の
企
業
・
工
場
を
拠
点
に
企
業
別
労

働
組
合
を
組
織
し
て
い
る
。
次
に
み
る

賃
金
合
意
は
、
労
働
組
合
側
で
は
前
者

の
産
業
レ
ベ
ル
の
六
組
織
が
主
導
し
た

も
の
で
あ
る
。

●
二
〇
一
二
年
の
賃
金
合
意

　

テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
で
は

二
〇
一
二
年
一
月
に
、
新
た
な
賃
金
合

意
が
労
使
間
で
署
名
さ
れ
た
。
同
産
業

太
田
仁
志

テ
ィ
ル
プ
ル 

ア
パ
レ
ル
産
業
の

労
使
関
係

インドにおける
農工連関

特 集
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で
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年

代
前
半
に
か
け
て
、
激
し
い
労
使
の
対

立
を
経
験
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
の

一
二
七
日
に
お
よ
ぶ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
経

て
、
一
九
八
七
年
か
ら
通
常
三
年
を
期

間
と
す
る
産
業
レ
ベ
ル
の
賃
金
合
意
が

二
〇
〇
三
年
の
合
意
ま
で
労
使
間
で
結

ば
れ
て
い
る
。
た
だ
し
組
合
活
動
の
活

発
な
企
業
や
地
域
を
除
き
、
合
意
の
履

行
は
産
業
全
体
で
な
さ
れ
て
い
る
と
は

言
い
難
く
、
実
際
、
二
〇
〇
三
年
賃
金

合
意
の
際
の
協
議
で
労
働
組
合
は
、
ま

ず
は
一
九
九
六
年
と
一
九
九
九
年
の
賃

金
合
意
の
履
行
を
産
業
団
体
（
使
用
者

団
体
）
に
強
く
求
め
て
い
る
。
前
回
の

二
〇
〇
六
年
賃
金
合
意
（
履
行
は
二
〇

〇
七
年
一
月
〜
）
で
は
そ
の
期
間
が
四

年
と
さ
れ
、
同
産
業
最
大
の
労
働
組
合

で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
他
の
理
由
も
あ
っ

て
署
名
を
拒
否
し
て
い
る
。
二
〇
一
二

年
一
月
の
賃
金
合
意
は
本
来
前
年
中
に

合
意
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
が
、
世

界
的
な
景
気
低
迷
の
下
、
産
業
団
体
の

抵
抗
も
あ
り
一
年
の
遅
れ
と
な
っ
た
。

そ
の
限
り
で
労
働
者
・
労
働
組
合
に

と
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

で
あ
る
。
表
1
は
二
〇
一
二
年
賃
金
合

意
で
の
職
種
・
業
務
別
の
合
意
賃
金
水

準
で
あ
る
。

　

前
回
二
〇
〇
六
年
賃
金
合
意
で
は
四

年
間
で
の
基
本
賃
金
の
増
額
が
計
二

〇
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
回
の
二

〇
一
二
年
賃
金
合
意
で
労
働
組
合
は
、

四
年
間
で
計
三
二
％
の
基
本
賃
金
の
増

額
を
勝
ち
取
っ
た
（
一
年
目
が
二
〇
％

の
増
額
で
、
二
年
目
以
降
は
各
四
％
）。

物
価
手
当
（
Ｄ
Ａ
）
に
つ
い
て
も
増
額

を
獲
得
し
、
通
勤
手
当
も
五
ル
ピ
ー
か

ら
一
〇
ル
ピ
ー
へ
と
増
額
を
得
た
。
休

憩
時
の
付
加
給
付
の
増
加
も
引
き
出
し

て
い
る
。
退
職
準
備
基
金
（
Ｐ
Ｆ
）
や

州
営
従
業
員
保
険
（
Ｅ
Ｓ
Ｉ
）
な
ど
の

社
会
保
障
は
本
賃
金
合
意
は
カ
バ
ー
し

な
い
が
、
五
年
ほ
ど
前
か
ら
州
政
府
が

使
用
者
に
法
の
履
行
を
強
く
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
上
記
合
意

賃
金
よ
り
も
す
で
に
高
い
水
準
の
基
本

賃
金
を
支
給
す
る
企
業
・
工
場
で
は
、

そ
の
水
準
か
ら
四
年
間
で
同
じ
く
三

二
％
を
増
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
年
の
遅
れ
は
あ
る
も
の
の
、
労
働
組

合
は
総
合
的
に
み
て
、
前
回
の
賃
金
合

意
よ
り
も
健
闘
し
て
い
る
。

　

こ
の
労
働
組
合
の
健
闘
に
つ
い
て
も

う
少
し
み
て
み
よ
う
。
産
業
団
体
は
二

〇
一
二
年
賃
金
合
意
に
つ
い
て
、
加
盟

企
業
の
賃
金
水
準
は
す
で
に
合
意
賃
金

を
上
回
っ
て
い
る
の
で
影
響
は
な
い
と

い
う
。
二
〇
一
二
年
八
月
に
筆
者
ら
が

現
地
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
で
は
、
Ｄ

Ａ
と
Ｐ
Ｆ
等
の
社
会
保
障
負
担
分
を
含

む
加
盟
企
業
の
労
働
者
一
人
当
た
り
の

日
額
人
件
費
は
三
五
〇
ル
ピ
ー
程
度
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
合
意
賃
金
よ
り
も

高
い
賃
金
水
準
の
背
景
に
は
、
テ
ィ
ル

プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
が
き
わ
め
て
深

刻
な
人
手
不
足
に
面
し
て
い
る
と
い
う

状
況
が
あ
る
。
深
刻
な
人
手
不
足
は
、

汚
水
排
出
に
対
す
る
二
〇
一
〇
年
の
マ

ド
ラ
ス
高
等
裁
判
所
の
未
対
応
染
色
工

場
閉
鎖
令
に
と
も
な
う
多
く
の
工
場
の

閉
鎖
に
関
連
し
て
、
い
っ
そ
う
拍
車
が

か
か
っ
た
。
ち
な
み
に
近
郊
農
村
の
男

性
農
業
労
働
者
の
日
給
は
三
五
〇
〜
四

〇
〇
ル
ピ
ー
程
度
で
、
先
の
日
額
人
件

費
に
近
い
水
準
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
二
〇
一
二
年
賃
金
合
意
で
の
前
回

合
意
以
上
の
上
乗
せ
分
の
獲
得
は
、
一

定
規
模
以
上
の
組
織
を
中
心
に
相
対
的

に
す
で
に
高
い
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

他
方
、
賃
金
の
上
昇
と
の
関
連
で
物

価
上
昇
率
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
回
二

〇
〇
六
年
賃
金
合
意
の
期
間
で
あ
る
二

〇
〇
七
〜
二
〇
一
〇
年
の
物
価
上
昇
率

は
三
七
・
〇
％
、
合
意
が
一
年
遅
れ
た

こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
二
〇
〇
七
〜
二

〇
一
一
年
の
物
価
上
昇
率
は
四
三
・

七
％
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
賃
金
合
意

で
の
基
本
賃
金
分
の
増
加
は
す
で
に
み

た
よ
う
に
四
年
間
で
三
二
％
だ
が
、
注

意
し
た
い
の
は
本
賃
金
合
意
で
の
Ｄ
Ａ

の
増
額
で
あ
る
。
表
2
は
ア
パ
レ
ル
産

業
の
代
表
業
務
で
あ
る
裁
断
・
縫
製
等

の
合
意
賃
金
の
推
計
額
で
あ
る
。
Ｄ
Ａ

は
実
際
の
給
付
額
の
情
報
が
入
手
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
現
地
で
の
情
報
等
に

基
づ
き
筆
者
が
算
出
し
た
。こ
れ
が「
推

計
」
の
理
由
だ
が
、
Ｄ
Ａ
を
含
め
た
二

〇
一
二
年
賃
金
合
意
期
間
の
四
年
間
で

の
総
増
加
率
は
五
五
・
〇
％
（
＝
三
〇

表1　2012年妥結賃金（2012年1月30日からの1カ月間の日額賃金）

職務
改定前

日額基本賃金
（Basic Wage）

20％増額分
物価手当
（D.A.）

通勤手当
改定後

日額賃金計
（2012年1月30日適用）

Cutting, Tailoring, Iron, 
Packing and Fabrication

Rs. 117.35 Rs. 23.50 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 233.40

Checking Rs. 67.00 Rs. 13.40 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 172.95
Label Work Rs. 60.35 Rs. 12.10 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 165.00
Hand Folding Work Rs. 58.70 Rs. 11.75 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 163.00
Damage Checkers Rs. 46.90 Rs. 9.40 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 148.55
Bundling Assistants Rs. 33.60 Rs. 6.75 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 132.90
Local Fabrication Rs. 109.35 Rs. 21.90 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 223.80

（出所）　南インド衣類製造業者協会およびインド労働組合センター提供資料（2012年8月）。
（注）「改定後日額賃金計」は左項目の合計。
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〇
・
九
七

÷

一
九
四
・
一
八
。
二
〇
一

一
年
一
二
月
〜
二
〇
一
五
年
一
二
月
の

増
加
率
は
六
二
・
九
％
）
で
、
二
〇
一

一
年
ま
で
の
五
年
間
の
物
価
上
昇
率
よ

り
も
大
き
い
増
加
率
と
な
る
。
こ
れ
が

本
賃
金
合
意
を
め
ぐ
る
労
働
組
合
の
健

闘
と
評
す
る
こ
と
の
で
き
る
別
の
理
由

で
あ
る
。
賃
金
合
意
、
よ
り
広
く
は
イ

ン
ド
の
賃
金
協
定
で
は
、
Ｄ
Ａ
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　

問
題
は
賃
金
合
意
が
履
行
さ
れ
る
か

否
か
だ
が
、
合
意
に
署
名
し
た
と
い
っ

て
も
産
業
団
体
に
は
加
盟
企
業
へ
の
強

制
力
は
な
く
、
合
意
文
面
ど
お
り
の
履

行
に
は
懐
疑
的
な
見
方
が
圧
倒
的
で
あ

る
。
筆
者
も
懐
疑
的
に
み
る
一
人
で
は

あ
る
が
、
他
方
で
、
そ
も
そ
も
イ
ン
ド

で
は
労
働
法
規
の
未
遵
守
や
、
社
会
全

般
で
も
契
約
の
不
完
全
な
履
行
（
ま
た

は
ま
っ
た
く
の
不
履
行
）
は
珍
し
く
な

い
。
組
合
組
織
率
が
仮
に
五
％
で
あ
る

と
し
た
ら
、
残
る
九
五
％
の
未
組
織
労

働
者
へ
の
未
波
及
を
組
合
の
非
力
ゆ
え

の
非
と
考
え
る
こ
と
に
問
題
は
な
い

か
。
ア
パ
レ
ル
産
業
の
低
技
能
水
準
と

い
う
特
性
は
労
働
組
合
の
交
渉
力
や
規

制
力
を
高
め
る
の
に
プ
ラ
ス
に
は
働
か

な
い
。
労
働
組
合
が
現
場
の
労
働
者
の

利
益
を
代
表
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
く

な
さ
れ
る
批
判
は
棚
上
げ
で
き
な
い

が
、
本
賃
金
合
意
の
履
行
が
産
業
全
体

で
み
て
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

労
働
組
合
の
責
の
み
に
帰
す
る
の
は
労

働
組
合
の
評
価
と
し
て
フ
ェ
ア
で
は
な

い
。
本
合
意
の
履
行
は
組
合
活
動
が
活

発
な
企
業
・
工
場
や
地
域
で
は
見
通
し

が
明
る
い
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
加
え

て
、
市
場
賃
金
に
対
す
る
上
昇
圧
力
と

い
う
間
接
的
な
市
場
効
果
が
作
り
出
さ

れ
る
だ
ろ
う
点
も
押
さ
え
る
べ
き
で
あ

る
。
本
賃
金
合
意
が
期
日
か
ら
一
年
遅

れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
賃
金
の
上
昇
圧

力
の
存
在
を
示
唆
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
組
合
と
の
本
合
意
の
締
結
日
に
は

主
要
産
業
団
体
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

今
日
の
最
大
手
で
あ
る
テ
ィ
ル
プ
ル
輸

出
業
者
協
会
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
）
の
合
意
署
名

は
、
同
じ
く
主
要
団
体
で
あ
る
南
イ
ン

ド
衣
類
製
造
業
者
協
会（
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
）

の
一
月
三
〇
日
か
ら
遅
れ
る
こ
と
二
週

間
以
上
の
二
月
一
六
日
だ
っ
た
。
加
盟

企
業
が
賃
金
合
意
を
ま
っ
た
く
意
に
介

さ
な
い
な
ら
、
産
業
団
体
は
署
名
を
渋

る
理
由
は
な
い
。
新
賃
金
合
意
の
履
行

の
楽
観
視
は
誤
り
だ
が
、
か
と
い
っ
て

本
合
意
に
ま
っ
た
く
効
果
は
な
い
と
考

え
る
の
も
同
じ
く
誤
り
で
あ
る
。

●
繰
り
返
さ
れ
る
担
い
手
の
分
裂

　

賃
金
協
議
に
当
た
り
、
産
業
レ
ベ
ル

の
労
働
組
合
六
組
織
は
共
同
行
動
委
員

会
を
結
成
し
て
足
並
み
を
揃
え
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
産
業
団
体
も
複
数

あ
る
も
の
の
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う

に
、
必
ず
し
も
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
な

い
。
主
要
産
業
団
体
で
最
も
古
い
歴
史

を
持
つ
の
が
一
九
五
六
年
に
結
成
さ
れ

た
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
で
、
国
内
市
場
向
け
製

品
の
製
造
が
主
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年

代
ま
で
、
争
議
行
為
を
厭
わ
な
い
労
働

組
合
に
抗
し
、
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ

ル
産
業
の
労
使
関
係
を
主
導
し
て
い

る
。
テ
ィ
ル
プ
ル
で
は
一
九
六
〇
年
代

か
ら
労
働
争
議
が
多
発
す
る
よ
う
に
な

り
、
労
働
組
合
の
排
除
や
争
議
の
回
避

を
主
要
な
一
目
的
と
し
て
、
経
営
者
は

ア
パ
レ
ル
製
造
プ
ロ
セ
ス
を
物
理
的
に

分
断
し
て
小
規
模
・
零
細
の
工
場
・
作

業
所
を
中
心
と
す
る
生
産
工
程
を
採
用

し
た
。
ま
た
同
時
に
業
務
請
負
や
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
展
し
て
い
く
。
こ

の
小
規
模
ユ
ニ
ッ
ト
を
中
心
と
す
る
製

造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
テ
ィ
ル
プ
ル
の
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
主
要
特
性
で
あ
り
強

み
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
は

そ
の
よ
う
な
動
き
が
広
ま
り
定
着
す
る

時
期
に
、
製
造
業
者
を
代
表
し
労
使
関

係
を
主
導
し
た
最
大
の
産
業
団
体
だ
っ

た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
輸
出
企
業

が
増
え
、
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
の
労
働
組
合
・

労
働
争
議
に
対
す
る
高
圧
的
な
態
度
が

輸
出
企
業
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
よ
う

表2　Cutting, Tailoring, Iron, Packing and Fabrication の推計日額賃金（2007年〜2015年）
日額基本賃金

（Basic Wage）
物価手当
（D.A.）

通勤手当 日額賃金計 妥結賃金
年間増加率

妥結基本賃金分
年間増加率

コインバトール
物価上昇率

2007年1月 Rs. 106.36 Rs. 44.70 Rs. 5.00 Rs. 156.10 9.9％ 10.0％ 6.6％
2008年1月（推計値） Rs. 110.61 Rs. 50.22 Rs. 5.00 Rs. 165.83 6.2％ 4.0％ 8.5％
2009年1月（推計値） Rs. 113.93 Rs. 55.74 Rs. 5.00 Rs. 174.67 5.3％ 3.0％ 11.4％
2010年1月（推計値） Rs. 117.35 Rs. 61.25 Rs. 5.00 Rs. 183.60 5.1％ 3.0％ 7.7％
2011年1月（推計値） Rs. 117.35 Rs. 66.77 Rs. 5.00 Rs. 189.12 3.0％ 0.0％ 6.0％

2011年12月（推計値） Rs. 117.35 Rs. 71.83 Rs. 5.00 Rs. 194.18 － －
2012年1月 Rs. 140.85 Rs. 82.55 Rs. 10.00 Rs. 233.40 20.2％ 20.0％
2013年1月（推計値） Rs. 146.48 Rs. 99.21 Rs. 10.00 Rs. 255.69 9.6％ 4.0％

計32％
2014年1月（推計値） Rs. 152.34 Rs. 115.87 Rs. 10.00 Rs. 278.21 8.8％ 4.0％
2015年1月（推計値） Rs. 158.44 Rs. 132.53 Rs. 10.00 Rs. 300.97 8.2％ 4.0％

2015年12月（推計値） Rs. 158.44 Rs. 147.80 Rs. 10.00 Rs. 316.24 － －
（出所）�賃金関連の数値は表1出所資料および現地での情報等に基づき筆者算出。コインバトール物価上昇率は Statistical Hand Book of Tamil Nadu (Govt. of Tamil Nadu) より工場労働者消費者

物価指数を用いて筆者算出（基準年は2001年＝100）。
（注）�1）物価上昇率：2007年〜2010年37.0％、2007年〜2011年43.7％。

2）�2012年〜2015年の妥結基本賃金増加率：32.0％　＝＞　DA等増加分を含む実際の妥結賃金推計増加率：55.0％。
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に
な
っ
た
。
輸
出
企
業
に
は
納
期
厳
守

が
と
り
わ
け
重
要
で
、
労
働
争
議
に
よ

る
生
産
の
滞
り
は
許
容
で
き
な
い
。
Ｓ

Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
が
新
興
す
る
輸
出
企
業
の
声

を
代
弁
で
き
な
く
な
る
な
か
で
、
一
九

九
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
Ｔ
Ｅ
Ａ
で

あ
る
。
今
日
の
テ
ィ
ル
プ
ル
が
ア
パ
レ

ル
産
業
で
注
目
さ
れ
る
の
は
ア
パ
レ
ル

製
品
の
輸
出
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
拡

大
に
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
積
極
的
に
関
わ
り
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
国
内
市
場
向
け
か

ら
輸
出
向
け
製
品
の
製
造
と
い
う
一
九

八
〇
年
前
後
か
ら
の
変
化
を
経
て
、
産

業
団
体
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
め
ぐ

る
覇
権
も
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
か
ら
Ｔ
Ｅ
Ａ
に

移
行
し
た
（
参
考
文
献
④
）。
輸
出
企

業
（
後
に
Ｔ
Ｅ
Ａ
を
構
成
す
る
よ
う
な

製
造
業
主
）
は
労
働
争
議
を
避
け
る
た

め
に
表
向
き
に
は
労
働
組
合
と
の
協
議

に
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
い
姿
勢
を

と
っ
た
。
一
九
八
七
年
以
降
の
ほ
ぼ
三

年
お
き
の
産
業
別
の
賃
金
合
意
の
締
結

に
も
そ
の
意
味
で
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
一
役
買
っ

て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
Ｔ
Ｅ
Ａ
が

労
使
関
係
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る
な

か
で
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
賃

金
合
意
署
名
後
の
一
九
九
〇
年
代
の
合

意
不
履
行
が
進
ん
で
い
く
。
他
方
、
輸

出
を
視
野
に
入
れ
た
製
造
プ
ロ
セ
ス
の

分
断
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
の

い
っ
そ
う
の
進
展
、
同
時
に
女
性
労
働

者
（
や
児
童
労
働
）
の
採
用
が
進
む
こ

と
で
労
働
組
合
は
以
前
に
比
べ
て
弱
体

化
し
て
い
る
。労
働
者
が
解
雇
を
恐
れ
、

労
働
組
合
を
敬
遠
す
る
こ
と
も
大
き

い
。
労
働
争
議
は
一
九
八
〇
年
代
中
盤

以
降
、
産
業
レ
ベ
ル
で
は
散
発
的
に
発

生
す
る
程
度
で
あ
る
。

　

実
は
前
回
と
二
〇
一
二
年
の
賃
金
合

意
の
間
の
二
〇
一
〇
年
に
新
た
な
産
業

団
体
が
生
ま
れ
て
い
る
。
テ
ィ
ル
プ
ル

輸
出
製
造
業
者
協
会
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

で
あ
る
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
、
比
較
的
規

模
の
大
き
な
輸
出
業
者
の
利
害
を
代
表

す
る
こ
と
が
主
と
な
っ
て
き
た
Ｔ
Ｅ
Ａ

の
取
り
組
み
に
賛
同
で
き
な
い
小
規
模

事
業
主
が
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
を
離
脱
し
て
結
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
結
成
か
ら
ま
だ
三

年
だ
が
、
そ
の
加
盟
企
業
数
は
す
で
に

Ｔ
Ｅ
Ａ
お
よ
び
今
も
力
を
持
つ
Ｓ
Ｉ
Ｈ

Ｍ
Ａ
に
肩
を
並
べ
て
い
る
。
筆
者
ら
の

現
地
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ａ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
両
組
織
の
応
対
者
か
ら
と

も
に
お
互
い
へ
の
対
抗
意
識
が
う
か
が

わ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
六
月
と
一
〇
月

に
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
政
府
の
綿
糸
価
格
政

策
を
め
ぐ
っ
て
抗
議
行
動
を
実
施
し
、

労
働
組
合
を
含
む
広
い
支
持
を
得
て
い

る
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
が
Ｔ
Ｅ
Ａ
か
ら
分
か

れ
て
結
成
さ
れ
る
際
の
主
要
争
点
の
ひ

と
つ
が
こ
の
綿
糸
価
格
政
策
で
あ
っ

た
。
テ
ィ
ル
プ
ル
は
南
イ
ン
ド
の
主
要

な
綿
生
産
地
帯
（
コ
ッ
ト
ン
ベ
ル
ト
）

そ
ば
に
位
置
す
る
が
、
か
つ
て
Ｓ
Ｉ
Ｈ

Ｍ
Ａ
が
影
響
力
を
高
め
る
の
に
一
時
的

で
は
あ
れ
利
用
し
た
の
が
、
政
府
か
ら

の
割
当
て
綿
糸
を
め
ぐ
る
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ

加
盟
企
業
か
ら
の
代
金
支
払
い
代
行
業

務
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
）。
産
業
団

体
の
分
裂
と
あ
い
ま
っ
て
、
影
響
力
に

関
わ
る
と
い
う
点
に
再
び
綿
が
論
点
と

し
て
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
に
、
筆
者

は
歴
史
の
繰
り
返
し
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
て
い
る
。

●
結
び

　

―「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
」で
考
え
る
―

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
現
在
、
テ
ィ
ル
プ
ル

の
ア
パ
レ
ル
産
業
で
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
拡

大
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
か
つ
て
の

Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
、
そ
し
て
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
を

凌
ぐ
に
い
た
っ
た
Ｔ
Ｅ
Ａ
に
取
っ
て
代

わ
る
ほ
ど
の
勢
力
に
な
る
か
は
今
後
の

展
開
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最

後
に
小
稿
を
ま
と
め
つ
つ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ａ
の
誕
生
の
含
意
を
考
え
る
。

　

ま
ず
、
二
〇
一
二
年
に
労
使
間
で
署

名
さ
れ
た
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産

業
の
賃
金
合
意
に
つ
い
て
、
一
年
遅
れ

で
か
つ
昨
今
の
人
手
不
足
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
に
し
て
も
、
労
働
組
合
は

前
回
の
二
〇
〇
六
年
合
意
よ
り
も
健
闘

し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
給
付
の
増
額

獲
得
だ
け
で
な
く
、
物
価
の
観
点
か
ら

も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本

合
意
の
検
討
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
で
の

賃
金
体
系
に
お
け
る
物
価
手
当（
Ｄ
Ａ
）

の
意
義
を
再
確
認
で
き
た
点
は
強
調
し

た
い
。
賃
金
合
意
の
履
行
を
懐
疑
的
に

み
る
む
き
は
多
い
が
、
ま
っ
た
く
効
果

な
し
と
す
る
の
も
誤
り
で
あ
る
。
今
回

の
賃
金
合
意
で
は
も
う
ひ
と
つ
、
前
回

の
二
〇
〇
六
年
合
意
に
労
働
組
合
の
最

大
勢
力
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
が
最
終
的
に

背
を
向
け
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
一
二

年
合
意
で
は
他
の
五
組
合
と
と
も
に
署

名
の
席
に
着
い
た
点
を
評
価
し
た
い
。

　

こ
の
署
名
状
況
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
、
イ
ン
ド
の
労

働
組
合
の
特
性
と
し
て
み
ら
れ
て
き

た
、
労
使
双
方
の
細
分
化
／
分
裂
状
況

で
あ
る
。
労
働
組
合
側
に
つ
い
て
は
、

他
組
織
が
合
意
す
る
な
か
で
一
組
織
だ

け
合
意
か
ら
離
脱
す
れ
ば
、
労
働
者
の

目
に
は
背
信
と
映
る
。
こ
れ
が
主
因
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
他
の
競

合
組
織
の
存
在
が
多
少
な
り
と
も
牽
制

要
因
と
な
る
点
を
押
さ
え
た
い
。
こ
の

点
は
産
業
団
体
側
に
つ
い
て
も
同
様

で
、
今
回
Ｔ
Ｅ
Ａ
に
と
っ
て
は
、
自
分

た
ち
の
発
言
力
を
脅
か
す
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ

と
い
う
組
織
が
元
Ｔ
Ｅ
Ａ
の
加
盟
企
業

か
ら
誕
生
し
、
Ｓ
Ｉ
Ｈ
Ｍ
Ａ
の
翌
日
の

一
月
三
一
日
と
い
う
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
や
別

ティルプル アパレル産業の労使関係 ﻿
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の
産
業
団
体
の
早
期
の
賃
金
合
意
へ
の

署
名
が
労
働
者
・
労
働
組
合
を
後
押
し

て
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に

も
作
用
し
て
い
る
。こ
う
し
て
労
働
者
・

労
働
組
合
は
一
部
で
は
あ
れ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
Ａ
の
誕
生
に
恩
恵
を
得
た
こ
と
に
な

る
。

　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ

ろ
、
少
な
く
と
も
事
務
局
レ
ベ
ル
で
は

労
働
組
合
に
対
し
て
か
な
り
気
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
現
地
で
の

観
察
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
労
働
組
合

は
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
を
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
を
構
成
す
る
小
規
模
輸
出

製
造
業
者
は
規
模
が
小
さ
い
分
、
労
働

者
と
の
近
接
性
も
高
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
で

長
い
歴
史
を
持
つ
労
働
組
合
と
の
蜜
月

を
か
も
し
出
し
、
ま
た
組
合
と
の
対
等

関
係
を
確
保
し
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
業
界
で
の
地
位
の
向
上
を
図
る
と

い
う
思
惑
が
見
え
隠
れ
し
な
い
わ
け
で

も
な
い
。

　

他
方
、
小
規
模
事
業
者
は
製
造
や
購

買
等
、
大
規
模
企
業
よ
り
も
様
々
な
制

約
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
資

金
面
で
、
資
金
制
約
は
労
働
条
件
に
も

直
結
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
輸
出

を
武
器
に
大
き
く
成
長
し
た
テ
ィ
ル
プ

ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
で
あ
る
が
、
輸
出

先
の
欧
米
先
進
諸
国
で
の
人
権
や
労
働

条
件
へ
の
関
心
か
ら
、
児
童
労
働
や
強

制
労
働
等
の
廃
絶
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
今
日
、
途
上
国
企
業
に
も
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
は
Ｔ
Ｅ
Ａ
は

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
結
成
後
の
同
年
、
若
年
未

婚
女
性
に
関
す
る
債
務
労
働
的
な
労
務

慣
行
で
あ
る
「
ス
マ
ン
ガ
リ
」（
Ｓ
ｕ

ｍ
ａ
ｎ
ｇ
ａ
ｌ
ｉ
）
ス
キ
ー
ム
の
廃
止

な
ど
、
人
権
・
労
働
条
件
の
改
善
に
関

わ
る
「
テ
ィ
ル
プ
ル
・
ス
テ
イ
ク
ホ
ル

ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
Ｔ
Ｓ
Ｆ
）
を
立
ち
上
げ
、
労
働
組
合

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
。
純
粋
な
善
意
か
ら
の

み
な
ら
ず
、
事
を
自
ら
の
思
惑
通
り
に

進
め
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、少
な
く
と
も
今
日
の
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
な
い
が
し
ろ

に
で
き
な
い
立
場
に
あ
る
団
体
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は
ま
だ
そ
う
い
っ
た
立
場

に
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
小

規
模
組
織
を
代
表
す
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
は

テ
ィ
ル
プ
ル
の
労
働
者
と
労
働
組
合
に

と
っ
て
、
諸
刃
の
剣
で
あ
る
。
こ
う
し

て
テ
ィ
ル
プ
ル
の
ア
パ
レ
ル
産
業
の
労

使
関
係
は
今
日
、
労
と
使
と
い
う
二
項

対
立
関
係
だ
け
で
な
く
、
労
使
が
そ
れ

ぞ
れ
の
な
か
で
お
互
い
に
牽
制
し
合
う

こ
と
か
ら
恩
恵
や
害
を
受
け
つ
つ
、
労

働
者
や
原
材
料
の
綿
糸
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
と
の
結
び
つ
き
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
市
場
を
背
景
に
せ
め
ぎ
合
う
構
図
に

あ
る
。

（
お
お
た　

ひ
と
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

南
ア
ジ
ア
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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